







































































































































































































均)0 (b) 90枚の隠し絵の平均 mと標準偏差σ(σ=Am + B; A = 0.328， B = 0.439;? = 0.89)。
各被験者の成績を、隠し絵の正規分布における正規スコア(zスコア)によって評価した。
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ごとに用いた隠し絵の難度 mとの相聞は低かった(cc= 0.09 (平均))。したがって、このS値によって、
その被験者の隠し絵知覚能力を定義できる。
以上の結果から、隠し絵探索時間 logtの平均値、隠し絵の難度 m、個人の能力 Sの聞には次の
ような関係式が成り立つことがわかった:
log t -m log t -m 
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